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平成 7 年の 「研究活動一覧」 が発行 さ れ る こ と に な り ， 本学の 1 年間の研究活動の成果
が公表 さ れ る 。 こ れを機会 に他部局の研究情報を知 る こ と に よ り ， 部局間横断 プ ロ ジ ェ ク
ト の推進に役立 ち， ま た個 々 の研究者 に と っ て は 1 年間の研究のactivity を 反省す る 機会
に も な ろ う 。
本学 も 昨年10月 に開学20周年を迎え， 諸 々 の記念事業を催 し， 成人に達 した本学の船出
に 際 し， 教職員， 学生 と も ど も 決意、 を新た に した次第であ る 。 こ の間， 創設期の多 く の困
難 を克服 し， 施設 ・ 設備 も 次第 に充実 し， 看護学科が新設 され， ま た人材育成， 研究等の
成果が次第に実 り つつ あ るO 平成 8 年度の予算 内示では， 長年の懸案であ っ た医学部に感
染予防医学講座， ま た和漢薬研究所に薬効解析セ ン タ ーが認め られた。 7 年度に設 置 さ れ
た 医療情報部， 遺伝子実験施設 と 共に， 全学的 な立場か ら の運用 は勿論， 他大学， 地域 と
の共同利用， 共同研究を念頭 に 置 き つつ本学の活性化 に寄与す る こ と を期待 し た い 。
昨年1 1月 に は科学技術基本法が国会で成立 し ま た平成 8 年度科学技術振興費は前年度
当初比 で約11%増 に な り ， I科学技術立国」 推進の ス タ ンスが明確化 さ れつつ あ る 。 ま た
世界的 に は ， 経済の地域協力関係 の確立 資本 技術の流動化 ， さ ら に マ ルチ メ デ ィ ア ・
情報通信技術の発達 と 共に， ホ ーダー レス ， グ ロ ーバ リ ゼー シ ョ ンが急速に進展 し， 大競
争時代に 突入 し よ う と し て い る 。 本年 1 月 4 日 の年頭挨拶の際にふれたが， 同 日 の 日 経新
聞 に， 日 本の科学技術 の課題 に つ い て学界， 産業界 な どの12名 の有識者の意見が掲載 さ れ
て いた 。 そ の う ち近未来の 日 本の戦略的研究分野と しては情報 ・ マルチメ デ ィ ア， バイ オ ・
生命科学， 環境科学等， 境界領域の研究を挙げて い る識者が多 く ， ま た 日 本の科学者に欠
け て い る点 と し て は， 独創性， 創造性の欠如 と と も に， 基礎的 な教養， 哲学， 歴史， 地域
的 な発想の欠落等， 科学技術を創生す る 人間基盤の脆弱性を指摘す る 声 も 多い。
現在の大学は世界 の動向， 政治， 経済， 社会の変動 と 無縁の存在では な し、。 点検 ・ 評価
を 通 じ て持続的 な改革 に取 り 組 ま なければ な ら ないが， ド ラ ス テ ィ ッ ク に変貌 しつつ あ る
情況に対応 し得る 新 し い理念 と 哲学の更構築， 意識の変革が要望 さ れ る 時期に差 しかか っ
て い る 。
「研究活動一覧」 第19輯が発行 さ れ る に あた り ， 本学の研究成果が さ ら に発展す る こ と
を念願す る 。
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